
 

クリーニング所構造設備例
設備を設ける場合
に守るべき事項 

食品の販売又は調理等を行う営業施設その他相互に汚染の可能性のあ
る営業施設と洗濯物を受渡す施設を、同一施設内に設ける場合は、境
界に壁、板その他の適当なものにより障壁を設ける。 
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洗い場の床は、コンクリート・タイルなど汚水が浸透

未洗濯物を
受けとり、仕
上がった物
を渡す場所
を区分する。

作
業
台 

洗
濯
機 

脱
水
機 

 

未洗濯物及び、
仕上がった物を
格納する容器を
区分し、十分な
量を用意する。

○ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はﾄﾘｸﾛﾛｴﾀ
ﾝを使用する場合は、次の
設備の基準を満たすこと。

○水洗いをする場合は、業
務用の洗濯機及び脱水機
をそれぞれ 1 台以上設置
する。（洗濯脱水機の場合
は 1台でよい。） 
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所内は採光、換
気、照明を十分
にする。 
ドライ機
 ①溶剤の貯蔵場所 
②排水処理装置 
③溶剤蒸気回収装置 
④蒸留残さの保管場所 
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○消毒を要する洗濯物（おむつ、おしぼり、病院寝
など）を取扱う場合は、他の洗濯物と区分して処理
るための容器及び消毒設備を設ける。 
しないものとし、適当なこう配と排水口を設ける。




